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化が進展し、また誰もが日々忙しい生活を送る　近年、生活水準の向上による食の多様化近年 生活水準の向上による食の多様化近年、生活水準の向上による食の多様化

になり、健全な食生活が失われつつあります。中で「食」の大切さに対する意識は希薄に中で「食」の大切さに対する意識は希薄に中で、「食」の大切さに対する意識は希薄に        

国民運動として推進していくため、「食育基本法」　このような中、平成１７年７月、食育を国このような中 平成１７年７月 食育を国このような中、平成１７年７月、食育を国

が施行されました。が施行されましたが施行されました。

食の欠食等の不規則な食事や過度の痩身志向が　本県でも、次世代を担う若年層で、朝食本県でも 次世代を担う若年層で 朝食本県でも、次世代を担う若年層で、朝食

。見られるなどの問題が指摘されています。見られるなどの問題が指摘されています見られるなどの問題が指摘されています。

育推進基本計画」に基づき、食育に係る施策を総　平成１８年３月に策定された国の「食育平成１８年３月に策定された国の「食育平成１８年３月に策定された国の「食育

し食育推進計画」を策定しました。合的かつ計画的に推進するため「やまな合的かつ計画的に推進するため「やまな合的かつ計画的に推進するため、「やまな        

山梨の風土や文化等の特性を生かしな山梨の風土や文化等の特性を生かしな　山梨の風土や文化等の特性を生かしな

活の実践と豊かな人間性を育てます。活の実践と豊かな人間性を育てます活の実践と豊かな人間性を育てます。

に健康で生き生きと暮らしていくことを目標と　全ての県民が、生涯を通じて心身ともに全ての県民が 生涯を通じて心身ともに　全ての県民が、生涯を通じて心身ともに
します。しますします。します。

５年間平成１８年度から平成２２年度までの５平成１８年度から平成２２年度までの５平成１８年度から平成２２年度までの５        

合には、必要に応じ見直します。計画期間中に状況の変化が生じた場合計画期間中に状況 変化が生じた場合計画期間中に状況の変化が生じた場合計画期間中に状況の変化が生じた場合        

計画策定の趣旨

基本理念と基本目標

基本理念

基本目標

計画期間



生きる上での基本であって、知育・徳育及生きる上での基本であって 知育 徳育及生きる上での基本であって、知育・徳育及

と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を様々な経験を通じて「食」に関する知識と様々な経験を通じて「食」に関する知識と様々な経験を通じて「食」に関する知識と

と実践することができる人間を育てること実践することができる人間を育てること実践することができる人間を育てること

の様々な分野の関係者が連携して食育に取り組　「食」の安全が保たれるとともに、社会の「食」の安全が保たれるとともに 社会の「食」の安全が保たれるとともに、社会の「食」の安全が保たれるとともに、社会の

文化等を生かした、「食」を安心して楽しむ心豊み 豊かな自然 豊富な特産物 固有な食文み 豊かな自然 豊富な特産物 固有な食文み、豊かな自然、豊富な特産物、固有な食文

かな社会の実現を図る。かな社会の実現を図るかな社会の実現を図る。かな社会の実現を図る。

な分野の関係者が連携して食育に取り組み、生　家庭、学校、保育所、地域等社会の様々な家庭 学校 保育所 地域等社会の様々な　家庭、学校、保育所、地域等社会の様々な

人づくりを推進する。涯にわたって健全な食生活を実践できる人涯にわたって健全な食生活を実践できる人涯にわたって健全な食生活を実践できる人       

食育の定義

基本方針

基本方針1

基本方針2



◎朝食の欠食◎朝食の欠食◎朝食の欠食◎朝食の欠食 代男性の１／４が朝食を欠食２０・３０歳代２０・３０歳代２０３０歳代代男性の１／４が朝食を欠食２０３０歳代
る人は、男女とも２０歳代が最多［全国］欠食している欠食している欠食している     

◎エネルギーの栄養素別構成比ギ◎エネルギーの栄養素別構成比◎ ネルギ の栄養素別構成比 摂取割合が減少し、脂質が増加してきている炭水化物の摂炭水化物の摂炭水化物の摂     
　（ＰＦＣバランス）の推移（ＰＦＣバランス）の推移（ Ｃ ランス）の推移       

◎食塩摂取量◎食塩摂取量◎食塩摂取量 いて、全国と比較して食塩の摂取量が多い全年代におい全年代におい全年代におい     
上は１日１２ｇ以上も摂取（目標摂取量５０歳代以上５０歳代以上５０歳代以上 10g未満）    

◎野菜摂取量◎野菜摂取量◎野菜摂取量 外の年代で摂取不足（目標摂取量３５０ｇ）６０歳代以外６０歳代以外６０歳代以外     
代では１日約１００ｇも不足２０ ４０歳２０～４０歳２０ ４０歳     

◎肥満とやせ◎肥満とやせ◎肥満とやせ 性の肥満は１７．６％、５０・６０歳代と多くなっている４０歳代男性４０歳代男性４０歳代男性       
せ」は３０歳代まで高率女性の「やせ女性の「やせ女性の「やせ       
では「太っている」と思っている人の割合が高い体型の認識で体型の認識で体型の認識で       

◎糖尿病の状況◎糖尿病の状況◎糖尿病の状況 者は平成１３年から１７年で約１６％増加（国民健康糖尿病有病者糖尿病有病者糖尿病有病者 保険） 

◎生活習慣病による死亡の状況◎生活習慣病による死亡の状況◎生活習慣病による死亡の状況 上位は生活習慣病（がん・心疾患・脳血管疾患）死亡要因の上死亡要因の上死亡要因の上       

◎世帯における食品ロス率◎世帯における食品ロス率◎世帯における食品ロス率 ロス（食べ残し・廃棄）率は４．２％［全国］家庭の食品ロ家庭の食品ロ家庭の食品ロ       

◎農林畜水産業の状況◎農林畜水産業の状況◎農林畜水産業の状況◎農林畜水産業の状況 は全国上位土地生産性は土地生産性はは全国上位土地生産性は土地生産性は
の割合　　果実６１．５％　野菜１３．１％　畜産９．３％農業産出額の農業産出額の農業産出額の  
ループ等が地域食材による郷土料理や特産品づくり農村女性グル農村女性グル農村女性グル       

◎地産地消の状況◎地産地消の状況◎地産地消の状況 の地場農産物販売割合　５１．９％産地直売所の産地直売所の産地直売所の       
の地場農産物仕入割合　８０．８％農産加工場の農産加工場の農産加工場の       
農産物を使用した学校の割合　給食に地場農給食に地場農給食に地場農  ９４．６％      
扱量を増やしていく意向が高いいずれも取扱いずれも取扱いずれも取扱       

◎農畜水産物を購入する際の◎農畜水産物を購入する際の◎農畜水産物を購入する際の◎農畜水産物を購入する際の◎農畜水産物を購入する際の も「鮮度」「安全性」を重視「価格」よりも「価格」よりも「価格」よりもも「鮮度」「安全性」を重視「価格」よりも「価格」よりも
重視点重視点　重視点

◎食品を購入する際の意識点◎食品を購入する際の意識点◎食品を購入する際の意識点 全項目に意識が高い「安全性」の全「安全性」の全「安全性」の全           

◎食育への関心度◎食育への関心度◎食育への関心度◎食育への関心度 人は約９０％関心がある人関心がある人人は約９０％関心がある人関心がある人

◎食育に関心がある理由◎食育に関心がある理由◎食育に関心がある理由 れ食生活の乱れ食生活の乱れ食生活の乱れ
の健全な発育子供の心身の子供の心身の子供の心身の   
の増加　等生活習慣病の生活習慣病の生活習慣病の   

食を巡る現状

食生活

農林畜水産業の状況

食の安全に対する意識

食育に対する意識



ムの向上を図るとともに、睡眠中に欠乏する血液中の朝食をしっかり食べることは 生活のリズム朝食をしっかり食べることは 生活のリズム　朝食をしっかり食べることは、生活のリズム
的な一日を過ごす基本となるものであるという知識ブドウ糖を補い 体力・気力の低下を防ぎ 健康ブドウ糖を補い 体力 気力の低下を防ぎ 健康ブドウ糖を補い、体力・気力の低下を防ぎ、健康

の習得を推進の習得を推進の習得を推進。
が有機的に連携し、家庭・地域における取組を展開。学校・保育所等 地域・職域関係者及び行政が学校 保育所等 地域 職域関係者及び行政が　学校・保育所等、地域・職域関係者及び行政が        

の不足等の課題解決に向け、地域全体でのバランスの　栄養の偏り、過剰な塩分摂取や野菜摂取量の栄養 偏り 過剰な塩分摂取や野菜摂取量栄養の偏り、過剰な塩分摂取や野菜摂取量の
とれた食事の実践を推進。とれた食事 実践を推進とれた食事の実践を推進。

に沿った取組を進めるとともに、日本型食生活の実践　食生活の改善指導等、各地域における課題に食生活 改善指導等 各地域におけ 課題に食生活の改善指導等、各地域における課題に
を促進。を促進を促進。

し、「食事」の基本を普及・啓発。　食生活指針や「食事バランスガイド」を活用し食生活指針や「食事バ ガイド」を活用し食生活指針や「食事バランスガイド」を活用し

験する機会や生産者との交流の機会を促進するため　農林畜水産業の生産現場を実際に体験・経験農林畜水産業 生産現場を実際 体験 経験農林畜水産業の生産現場を実際に体験・経験農林畜水 業 現場 実際 体験 経験
ームの推進を支援。の取組を推進。また、市町村における教育ファー取組を推進 また 市町村 おけ 教育の取組を推進。また、市町村における教育ファー取組 推進。 、市 村 教育
などの家庭料理の推進。　家族のために健康に良い食事を親子で作るな家族 ため 健康 良 食事を親子 作 な家族のために健康に良い食事を親子で作るな家族 健康 良 食 親子 作
促進。地域の生産者との交流、農業体験学習等の時間　学校給食等への地元農林畜水産物の使用を促学校給食等 地 農林畜水産物 使用を促学校給食等への地元農林畜水産物の使用を促学校給食等 元農林畜水 物 使用 促

を通して、「食」に対する感謝の気持ちを醸成。を通し 「食」 対す 感謝 気持ちを醸成を通して、「食」に対する感謝の気持ちを醸成。通 、食 対す 謝 気持 醸成。      

物を安心して食べる地産地消を推進し、県民運動とし　地元で収穫された新鮮で安全な農林畜水産物地元 収穫された新鮮 安全な農林畜水産物地元で収穫された新鮮で安全な農林畜水産物
て更なる定着を図る。更なる定着を図るて更なる定着を図る。

代に伝えていくため、学校給食における子どもへの郷　地域で育んできた伝統的な食文化を次の世代地域 育ん きた伝統的な食文化を次の世代地域で育んできた伝統的な食文化を次の世代
進。土料理の提供や特産加工品生産の取組等を推進土料理の提供や特産加工品生産の取組等を推進土料理の提供や特産加工品生産の取組等を推進
件を生かし、多くの観光客に特産物を提供する取組を　本県の豊かな自然と観光資源に恵まれた条件本県の豊かな自然と観光資源に恵まれた条件本県の豊かな自然と観光資源に恵まれた条件

推進。推進推進。

とりに実践してもらうため、県民への普及・啓発。　「食育」を県民運動として推進し、県民一人ひ「食育」を県民運動として推進し 県民 人ひ　「食育」を県民運動として推進し、県民一人ひ
アの育成。また、市町村における食育推進のための計　食生活の改善活動を地域で行うボランティア食生活の改善活動を地域で行うボランティア　食生活の改善活動を地域で行うボランティア

画づくりを支援画づくりを支援画づくりを支援。
民運動としての食育を効果的に推進。　市町村・各種団体等と連携して取り組み、県民市町村 各種団体等と連携して取り組み 県民　市町村・各種団体等と連携して取り組み、県民        

朝食を欠食する人を減らそう朝食を欠食する人を減らそう朝食を欠食する人を減らそう朝食を欠食する人を減らそう　　　 ～朝ごはん　しっかり食べて　元気な一日～        

ようバランスのとれた食事を実践しよバランスのとれた食事を実践しよバランスのとれた食事を実践しよ 　　　　　～品数多く　塩分控え　腹八分～      

成しよう「食」に対する感謝の気持ちを醸成「食」に対する感謝の気持ちを醸成「食」に対する感謝の気持ちを醸成
　　　　　　　　　     ～感謝をこめて　いただきます　ごちそうさま～　　　　～　　　　～

動を推進しよう農林畜水産物の地産地消県民運動農林畜水産物の地産地消県民運動農林畜水産物の地産地消県民運動      
～うまいもんだよ　新鮮・安心　地元の食材～

として推進しよう食育への関心を高め、県民運動と食育 の関心を高め 県民運動と食育への関心を高め 県民運動と食育への関心を高め、県民運動と
～食育で　心も健康　体も健康～

重点目標



家庭・地域での食育の推進

家庭での食育環境づくり 地域での食育推進活動の推進

地産地消の推進と食育の県外への発信

地産地消の推進 生産者と消費者の交流の促進

食育推進体制の整備と県民運動の展開

食育推進体制の整備 情報の発信・共有

生活のリズムの向上、健全な食習慣や
正しい食に関する知識の習得等の施策の推進

食事バランスガイドの普及や関係団体等の
自発的な取組支援等の施策の推進

地元で生産された新鮮で安全な農林畜水産物を
その地元で消費する運動の推進

食生活が自然の恩恵などに支えられている
こと等の理解を深める施策の推進

山梨県食育推進協議会の設置、
食育関係者との連携・協力体制の整備

県民の食への意識の啓発や、
食生活で活用できる情報の共有の推進

食育教室

親子の体験学習

男の料理教室

家庭教育手帳

健康相談

など

食育関係者の研修 

出前出張講座 

生活習慣病予防講習会 

食品関連事業者等 
の食育促進 

など 

地場農産物等 
供給体制整備 

地産地消サポーター 

県産食材の日 

ふるさと特産品フェア 

など 

農村高齢者による 
知恵･技･経験の伝承 

教育ファーム推進計画 

農産物等加工体験 

市民農園･体験農園 

など 

山梨県食の安全･ 
食育推進本部 

市町村計画の策定支援 

山梨県食育推進協議会 

健康づくりモデル事業 

など 

意見交換会 

食中毒防止講習会 

生活情報誌かいじ号 

食品表示１１０番 

食品表示ウォッチャー 

など 

具 体 的 な 取 組



環境に配慮した食料生産等の推進

食育の県外への発信 食文化の継承と発展 環境に配慮した食料生産等の推進

学校・保育所等での食育への取組の推進

学校・保育所等での食の指導充実 家庭・地域と連携した体験学習の推進

食育活動者の育成 食育推進活動の普及・啓発

給食を生きた教材として食育に生かす
施策等の推進

農業者等との交流などにより、子どもたちが
食の大切さや楽しさを実感できる施策の推進

地元でとれた農産物
等でもてなすなど、
山梨の食育を県外に
発信する施策の推進

優れた食文化を継承し、
時代にふさわしい
食文化や豊かな味覚を
育むための施策の推進

環境への負荷の低減や環境と調和のとれた
持続可能な農林業に関する施策の推進

食育推進ボランティア活動の支援や
県内優良事例の表彰などを通した県民意識の高揚

食育月間や食育の日での広報活動、
各種イベント等での食育の普及活動

学校における食育 

基本方針･指導計画書　 

栄養教諭の配置 

教職員･保育所長等の研修 

個別指導･集団指導 

など 

給食献立表 

給食だより 

学校給食試食会 

先進的農業の視察 

牧場での実習 

など 

親子料理教室での 
郷土料理の活用　 

郷土料理集の提供 

食育ホームページ 

イベントでの郷土料理紹介 

など 

山梨の特選農産物 

観光産業等との協働 

山梨おもてなしの食 

グリーンツーリズム 

ワインキャンペーン 

など 

環境保全型農業の普及 

エコファーマーの育成 

甲斐のこだわり 
環境農産物 

エコクッキング事例 

など 

食の安全･食育推進大会
やまなし地産地消推進大会
での表彰 

食育推進ボランティア等 
の研修会･活動支援 

など 

食育月間･食育の日 
での啓発 

食育推進シンポジウム・ 
イベントでの啓発 

やまなし食育事例集 

など 



数値目標
指　標 基準値   目標値　平成22年度   

朝食の欠食率 （小学校高学年）　　
　　　   

朝食の欠食率 （男性２０歳代）　　　
　　  

朝食の欠食率 （男性３０歳代）　　　
　　  

脂肪エネルギー比率 （２０～４０歳代）
　　　　　  

一日の食塩摂取量 （２０歳以上）　　
　　　   

一日の野菜摂取量 （２０歳以上）   

学校給食における県産食材の
使用割合（重量ベース）　　　　　　   
   
教育ファームの取組がなされている
市町村の割合　　　　　　   
   
地産地消サポーター数   

産地直売所の登録販売者数   

食育の推進に関わる
ボランティアの数　　　　　　   

食育推進計画を作成・実施している
市町村の割合　   

平成16年度
２．１％ 

平成16年度　
２５．０％ 

平成16年度
２５．０％ 

平成16年度
２７．４％ 

平成16年度　
１３．２ｇ 

平成16年度
３０４．５ｇ 

平成16年度
３１．７％ 

 
　　　　　　　 －　 
 
平成17年度

１，０２２人 
平成17年度

９，４１２人 
平成17年度

４，６９４人 
　　　　　　　

－　 

０％　　

１５％以下

１５％以下

２５％以下

１０ｇ未満 

３５０ｇ以上

３５％以上

 ６０％以上

 １，２００人以上

１０，５００人以上

５，１７０人　　

１００％　　

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

山梨県企画部県民室　食の安全・食育推進室
〒400-8501　甲府市丸の内1-6-1

電話 055-223-1588　食品安全110番 055-223-1638　ファックス 055-223-1587

ホームページ http://www.pref.yamanashi.jp/barrier/html/kmin-shoku/index.html
E-mail shokuhin-st@pref.yamanashi.lg.jp


